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はじめに
　
本稿は、幕末から明治のごく初期にかけて、東京（江戸）で「横
浜向」けの絵を描いていたという尾口雲錦（一八三六？～七九）なる画家に関する報告である。筆者が興味をもつ江戸時代絵画史の中の南蘋派というテーマから見たとき、雲錦という画家は、いわばその一派の棹尾を飾る存在、というか最後の光芒 して位置づけられるのではないか。明治期の美術史に不案内な筆者があえ 尾口雲錦伝に関わろうとするのは、ただそうした理由による。
ボストン美術館の雲錦
　
この画家の作品と初めて出会ったのは二〇〇一年七月 アメリカ
のボストン美術館においてのことである。ちょうど十年ほど前から、
鹿島美術財団の助成による同館所蔵の日本美術総合調査事業がおこなわれており、そ 最終回に同行して、江戸時代の洋風画や長崎派を中心に、所蔵絵画作品を調査す 機会をいただいた。そのときに寓目した作品の中の一点が、雲錦の大作「白梅孔雀図」 （図１～４、フェノロサ＝ウェルド・コレクション、登録番号
11.4674 ）だった
のである。　
この調査では、のべ十日間にわたって三〇〇点ほどの江戸時代絵
画を見た。もちろん中には贋作もあるが、それを含めてすべてに目を通す悉皆調査 った。前年まで 調査で狩野派、土佐派、琳派、円山四条派といった主要な流派はすでに終了しており 今回はそれらに含まれない、 わば江戸時代諸派と もいうような括り 作品群が対象である。大部分はフェノロサとビゲロー よるンだが、江戸時代諸派という雑多な性格上、本来は 風 流派的統一性はないはずである。　
しかし、こうしてまとまった形で通観してみると、従来の日本に
尾口雲錦の伝記と作品
　　
  大日本を背負った画家
 　　
成
　
澤
　
勝
　
嗣
一二八
図１　 尾口雲錦筆「白梅孔雀図」 
ボストン美術館蔵
図３　同　部分図４　同　部分
図２　同　落款部分
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おける画家の評価に束縛されない、彼ら独自の蒐集眼によって作家や作品が選択されていることは十分に理解された。たとえば、大坂の墨江武禅や中井藍江、江戸の堤等琳と うような、日本では今もなおさほど研究の進んでいな 画家たちの作品が、明治期においてすでに複数集められている。そのような点からも、蒐集のユニークな性格は窺えるだろう。総じてフェノロサやビゲローの審美眼は、日本画の強勁 墨線と明快な色彩に惹かれる傾向が大きかったように見受けられる。尾口雲錦の「白梅孔雀図」もそうした審美眼に なうものであったらしく、やはり強勁な墨線と明快な色彩を画面いっぱいに充満させている。また、画面幅三尺を超える大作であるところもなかなか迫力を漂わせる。表現といいサイズ いい、画家としても人目をかなり意識した制作であるこ は容易に諒解された（絹本著色、一五九・七×九八・六㎝） 。　
画面は中央に大きく孔雀を配し、そのきらびやかな長い尾羽が作
品の中央で最も目を惹くモチーフとして扱われてい 後方には白梅、かたや下方前景には紫陽花が咲いており、季節の矛盾に無頓着であるのは、装飾性を優先させた選択であろうか。紫陽花は半ば青色、半ば白で彩られている。いずれも濃密な岩絵具で彩色され、背景には水流と交互に 金泥でまだらな霞をたなびかせる。こうした色彩と金の競演が、文字どおり「目をあざむく」効果をあげているのである。さらに細部を見れば、下方右の渓流の前には二羽の雀が
円環状に飛戯するさまを描き添え、闘争で抜け落ちた羽毛が空中に浮遊している。また図版からは判別しがたいが、画面右上方隅に見える小さな点は画中に描きこ れた虻である。遠くからはゴミか汚れのようにしか見えないが、近寄ってみると実際の虻 画絹の上に止まってい ようにも錯覚する。だまし絵のような効果を狙ったものらしく、雲錦の茶目っ気と自らの写実表現における自負を感じさせる。　
左下方に「雲錦尾口毅」の大ぶりな款記があり、 「大日本雲錦尾
口重毅印」白文方印および「家世在東京城下」朱文方印が捺されている（図２） 。こ 印文に って雲錦は姓名を尾口重毅といい、先祖代々東京（江戸）の住人であったことがわかる。しかし、何よりここで目を惹くのが「大日本」という名乗りである。　
実をいうとこのとき、筆者は雲錦が何者であるかまったく知らな
かった。ただ、まずはその場に用意されていた荒木矩編『大日本書画名家大鑑』を検索して、 「雲錦」の項に
岡本秋暉の門人、秋暉その女福釜を以て之に妻（めあ）はせりと云ふ、其他未詳
と記載されていることから、かろうじて僅かな情報 得ることができた。さらに興味を惹いたのは 同じくその場に備えられていた澤
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田章編『日本画家辞典』を引いてみたところ、辞典自体には尾口雲錦の記載はないものの、その該当すべき「ウ」の頁に誰やらの書込みで
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とインクで記されている。何か画家辞典のような書物からの抜書かもしれないが、今のところ出典を見つけられない。雲錦の画を「南画風」と評する点など、ボストン美術館で実験した作品からはとてもかけ離れていて納得しがたく、また「横浜向」けの絵という も意味するところが不明瞭である。したがってこの書込みを俄かに信頼することはためらわれる。とはいえ、干支で生年を記載しているのは注意すべき情報といえるだろう。また「南画風」は「南蘋風」の誤記である可能性もある。ともあれこの書込みによ 、尾口雲錦に関して、ようやく若干の人物像が浮かび上がってきた。
雲錦の画系
　
雲錦の師とされる岡本秋暉（一八〇七～六二）は、江戸時代後期、
小田原藩主大久保家に仕えた画家である。一般に 文人画系統の渡辺崋山の門下として扱われることが多い。しかし近年の研究によっ
て、崋山とは師弟関係ではなく、友人としての交遊であったことがわかっている。確かに、秋暉 基本的に花鳥画を専門としてい らしく、現存する遺品のほとんどを花鳥画が占める点で、崋山の作域とは大きく異なる。どちら いえば南蘋派の範疇に含まれる画家といってよい。　
秋暉が若年のころ師事したのは、むしろ南蘋派の系譜に連なる中
津藩主奥平家画員・大西圭斎（一七七三～一八五六）であった。その圭斎は、江戸へ南蘋派をひろめた宋紫石（一七一 ～八六）に絵を学んだ（あるいはその息子の宋紫山にもついたか） うから、沈南蘋から雲錦へと至る画系継承 図示すれば以下のよう なろう。
沈南蘋―熊斐―宋紫石― （宋紫山） ―大西圭斎―岡本秋暉―尾口雲錦
　
この系譜の中でも、大西圭斎―岡本秋暉―尾口雲錦の三者におけ
る画風継承については、彼らの作風を相互に比較してみると とりわけ近似性が高い。その根源はやはり大西圭斎の個性に負うところが大きかったように思われる。圭斎は今や秋暉ほど注目され い画家ではないけれども、本腰を入れて描いた 品にはなかなか見るべきものを残している。そのシャープな形態感覚と透明度の高 色彩は圭斎独特のもので、宋紫石からの影響はさほど濃厚に感じさせない。また紫石以前の南蘋派の伝統ともやや趣きを異にする。むしろ圭斎は同じ来舶清人画家でも 淡彩による没骨体花卉図を専ら得
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意とした張秋穀（一七四四～？）の画法に学んだことが窺われ、圭斎はその没骨法を導入することで、南蘋派の中でも新たな画境を作り出したも と捉えられる。没骨法の使用は、特 背景となる花卉の描写において顕著に見ることができ、主役である鳥類を際立 せるのに効果をあげ いる。また張秋穀の画 はのちに渡辺崋山や椿椿山にも影響を与えており、その共通点によって秋暉と崋山の付き合いは深かったのではな かと思われ 。　
もうひとつ、この三人に共通する個性として、およそ愛嬌のない、
厳しい表情の鳥類を好んで描くことがあげら る したが 彼らの描く鳥の顔は、ひどく怖い。これは主に鳥類の眼精（黒目）の打ち方に独特の共通点があるからである。　
かつて古美術商の小林克弘氏から、岡本秋暉作品における鳥類の
眼の特色についてお話を伺ったことがある 秋暉 眼精を点ずるとき、決して円形に描くことはない。筆をピンと尖らせ、その先端でちょんと突き刺すように眼精を入れるのだ いう。だから眼精 楔状になるこ が多く、丸い形に眼精 点じて る秋暉作品はおおよそ贋物であ ――と。筆者も以後、秋暉作品を見るたび そ ことを確認し、これはさす 実物を生で熟視する機会の豊富な古美術商の慧眼と敬服させられたのであった。そしてどうやらこの点睛法は、秋暉 師匠である圭斎の花鳥画から端 発するものである ともわかってきた。大西圭斎の画業の解明は、岡本秋暉―尾口雲錦 画系を考えるうえでも今後の大きな課題となろう。
雲錦の略伝
　
岡本秋暉については、二〇〇四年に平塚市美術館でおこなわれた
展覧会により、その生涯と画業の全貌が知られるようになった。そして、そこで紹介された『小田原 家略伝』 （小田原市立図書館蔵）の秋暉門人の項に 尾口雲錦に関する重要な記載が収録されていたのであ
る
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。以下に全文を掲げるが、 〔
　
〕内は筆者が補った部
分である。　
　
門人
　
門人多数ありしならんも余の知る所の者左の如し、
尾口重毅、雲錦と号す、通称千代太、大久保家支族宇津氏の臣なり、八歳にして秋暉翁に師事し、勉励年あり、其技大に進み殆んど翁と異なるなきに至れり、翁 其の女を配して衣鉢を接がしめしが明治十二年八月、三十余歳 して歿し、遂に海内に の名を成すに至らざ しは惜むべきなり、雲錦ノ妻ハ翁ノ女ニシテ、尾口勇氏ハ釜鳴（カナ）ト云ヒ 武居氏ハ免子〔読み不明〕ト云フ尚可尋、秋暉翁書簡一節に曰く、武居梅堤蔵江戸西ノ久保八幡表門前、宇津釟之介様と申候御家中、尾口千代太、号雲錦と申す、寺ハ麻布一本松徳正〔寺〕なれども 同く広尾光林寺に葬る（歿
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年及ビ寺ハ雲錦ノ親戚尾口勇氏ノ談ニヨル） 、余の師子雲〔羽田子雲〕の家に雲錦の寫生帖多数ありしも、癸亥の大震火災〔関東大震災〕に悉く烏有に帰せしは惜むべし、然し余幼年全部摸写して家にあり、其 大略を知るに足れり、
　
これらの史料によって、雲錦の正体はようや 明確な像を結びは
じめた。とりあえずボストン美術館で得た情報を採用すれば、雲錦は天保七年丙申（一八三六）に生まれ、また『小田原画家略伝』の記載により、明治十二年（一八七九）八月に亡くなったものと推定される。享年は四十四歳となり、 『小田原画家略伝』が「三十余歳にして歿し」たと述べるのとはちょうど十年ほど食い違う。彼は小田原藩大久保家の支族で 千石の旗本であった宇津家に仕えていた。その縁で小田原藩の絵師・秋暉に師事したものと思われる。雲錦がいた宇津氏の屋敷は、西久保八幡社（現在の港区虎ノ門五︲一〇︲一四）の表門の道向かい わかりやすくいえば東京タワーの西北麓にあった。　
八歳のとき、天保十四年（一八四三）から秋暉のもとで画技を磨
き、つい 師匠とほとんど変わりのない力量に達した。そ ため、秋暉は雲錦を自分の後継者とするべく、娘と結婚させたのである。秋暉には隆徳、隆美、興 いう三人の息子と免子、釜鳴、其、貞という四人の娘がいたことは、秋暉の妻、つま この 供たちの母親である文子（一八一一～九六） 墓碑銘によって確認され
る
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（
。この
うち雲錦の妻となった女性の名は釜鳴（かな）とも免子とも伝えられる。先述の『大日本書画名家大鑑』は次女と思われる釜鳴を採るが、それに対して 小田原画家略伝』中の武居梅坡手記は「長女門人雲錦ニ配シ其ノ衣鉢ヲ伝フ」とする。母親 墓碑銘に記さ た順序を信じれば、長女は免子というこ になろう。　
また結婚に際して、雲錦が秋暉の家に入婿した可能性のあること
を窺わせる史料がある。幕末・明治期の女性南画家として奥原晴湖（一八三七～一九一三）という人物がいるが、彼女もまたはじめ雲錦と号していたという。その号を晴湖と改めるにあたって実弟の奥直之助に送った書簡が残されてい
る
）（
（
。
　
奥直之助様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
奥原晴湖
雲錦者岡本秋暉先生男同号ニ相成、師範家ニ付、無拠枕山の撰ニて替號、左やう御承知可被成下候、柳渓えも此段よろしく、前後向寒候、御自愛可被成候、
　
これを読むと、雲錦は岡本秋暉の息子であるような書き振りであ
る。とすれば雲錦は一時期、岡本雲錦と名乗ったことがあったのかもしれないが、残念ながらこの書簡の年代は不明である。　
画家としての雲錦の名は、安政四年丁巳（一八五七）刊行の『安
巳新撰文苑人名録』に「仝（画）
　
江戸西久保
　
尾口雲錦」と登載
されてお
り
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、二十二歳にして一人前の独立した画家と見なされてい
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たことが窺える。またこのときの住居が主君宇津氏の屋敷のある西久保、姓が尾口であることを確認すること できる。ちなみにこのとき師秋暉は五十一歳で健在である。　『小田原画家略伝』が記録する雲錦の菩提寺・麻布一本松の松本山徳正寺は浄土真宗本願寺派に属し、現在も東京都港区元麻布一︲二︲一〇にある。また、彼が葬られたという広尾の慈眼山光林寺は、同じく港区南麻布四︲一一︲二五にある臨済宗妙心寺派の寺院である。ともに近所といってよく、雲錦 いた西久保からもさして遠くない。筆者は昨年九月十三日、光林寺を訪れ雲錦の墓碑の掃苔を試みたが、広大な霊域にはそれらしき墓標は見当たらず、お寺 方の記憶でも尾口姓の墓には心当たりがないというお話であった。
フェノロサと雲錦
　「白梅孔雀図」は、日本の近代美術振興と古社寺保存に大きな役割を果たしたセーラム生まれのアメリカ人、アーネスト・フランシスコ・フェノロサ（一八五三～一九〇八）が蒐集し、のちボストン美術館の所蔵となっ ものである。明治十一年（一八七八）に来日したフェノロサは、まず大学予備門の宮岡恒次郎を通訳 て三田四国町に住む画工雲錦 つきあい、日本画について教示を受けたという。そ て、その雲錦なる人物は長崎派の流れを汲む画家で、クジャクを得意とし 外国人向けに土産物絵などを描いて のだと
い
う
）（
（
。姓が記されていないが、その画風からこれはまず尾口雲錦の
ことを指すと見てよいだろう。　
つまり、ボストン美術館の書込み雲錦伝に記されていた「横浜
向」けというのは、外国人向けの土産物絵という意味合いだったのである。そう えば「白梅孔雀図」に「大日本雲錦重毅」と う印が捺されているのも、輸出用の名乗りという感じが強 。翌年八月に没する雲錦にとってフェノロサとの交友は最晩年のごく短い期間であった 、そのために雲錦の名は歴史上にかろうじてとどまり、作品もボストン美術館で大切に保存されるこ となった。雲錦師・岡本秋暉の秀作がボストン美術館に複数所蔵され いる も、フェノロサと雲錦 交友 背景にあっての かもしれ い。また、これ以外にもアメリカには、フィラデルフィア美術館に尾口雲錦筆（ただし姓は野口として登録されている） 「花鳥図押絵貼屏風」六曲一隻・二曲一隻・二曲一隻と「花鳥図扇面散し図屏風」二曲一隻の計四点が存在する（ただし実物は筆者未調
査
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（
） 。これもまた「横
浜向」けの土産物絵であっ 可能性があるかもしれない。　
ついでながら、フェノロサが来日直後につきあった絵師として、
雲錦以外にも、雲錦の弟子中村某や文晁派の雪庵がい という。この中村某は、やはりボストン美術館に作品「紅白梅に鷹図」 （フェノロサ＝ウェルド・コレクション、登録番号
11.4666 ）を残してい
る中村晩山（一八三四～？）であろう。明治十六年刊『明治画家略伝』 （渡辺祥霞編）に 「北（宗）
　
中村晩山
　
花鳥
　
芝区琴平町二
一三四
番地
　
名ハ丹蔵
　
天保五年九月十五日生ル
　
岡本秋暉ノ弟子ナリ」
と出ている。秋暉門下であれば雲錦より二歳の年長ということになるが、雲錦からも学んだの ろうか。他に晩山 遺作は、やはりフィラデルフィア美術館に「花鳥図押絵貼屏風」四曲一隻が現存する
（。
国内所在の雲錦の遺作
　
では国内には雲錦の作品はどれくらい残っているのだろうか。筆
者も気をつけているつもりだが、これがどうも見当たらない。今日まで寓目したのはわずか三点、それも出来ばえは「白梅孔雀図」に遠く及ばない簡素なものば りである。上質の作品 海外に渡っているのだろうか。国内において雲錦はすっかり埋没してしまった感がある。今後の発見に期待を繋ぐとして、とりあえずその三点についての概略を報告しておきたい。○「
  波涛群鶴図」
　
紙本淡彩
　
一幅
　
一〇六・三×五八・四㎝
　
個
人蔵（図５・６）
　　　　
款「雲錦重毅」
　
印「重毅」白文方印
　
天空から団塊状になってなだれ落ちてくる七羽の丹頂鶴を描くと
いう奇抜な構成である。師の岡本秋暉にも同様の構成を白鷺 よって描 た先例があるので、その翻案と考えられる（図７） 十八世
紀後半の旗本にして南蘋派画人・大久保忠恒にもやはり同巧の作例がある。こうしたデザイン的な構成はすでに十七世紀の狩野探幽が「波涛群燕図」 （常盤山文庫蔵）でおこなっているが、それに比べても、鳥を団塊のよ に描くところは独特といえるだろう。背景薄い藍色をまだらに掃いて鶴を素地で塗り残し、その眼精はいずれも尖筆で突いて点じ れる。また濃墨を す つけるようにして描かれた波涛は、南蘋派の特色を く学んでいることを示す。鶴と波の組み合わせは、南蘋派の得意とした謎語画題「一品当朝図」 （は一品の文官の衣装を表し、潮を描くことで音通の朝廷を寓意する）の変形と見てもよい。○「
  月下芦鷺図」
　
紙本淡彩
　
一幅
　
一三五・一×五九・三㎝
　
個
人蔵（図８・９）
　　　　
款「雲錦」
　
印「重毅」朱文楕円印
　
柳かと思しき樹幹に鷺を一羽止まらせる。これも南蘋派の得意と
した謎語画題「一路功名図」の伝統に棹差した の。鷺は路と音通じることから、一羽の鷺を描いて「ひとすじに立身出世する」いう文句を想起させる仕掛けである。前景に犬蓼（赤まんま）のピンク色の花が穂になって咲いている。鷺の脚部と眼 周囲は緑色だが、脚部の描きこみが不十分。上方 月と雲は水墨で処理される。○「
  柘榴小禽図」
　
紙本淡彩
　
一幅
　
一二八・〇×三〇・四㎝
　
個
尾口雲錦の伝記と作品
一三五
図５　 尾口雲錦筆「波涛群鶴図」 
個人蔵
図８　 尾口雲錦筆「月下芦鷺図」
個人蔵
図10　 尾口雲錦筆「柘榴小禽図」
個人蔵
図７　 岡本秋暉筆「群鷺図」 
摘水軒記念文化振興財団蔵
図６　同　落款部分
図９　同　落款部分図11　同　落款部分
一三六
人蔵（図
10・
11）
　　　　
款「雲錦」
　
印「重毅」朱文楕円印
　
繊維の漉き込まれた粗い紙を用いているため、ざらざらとした画
面の感触が肉眼でも見える。それに合わせるように筆使いも荒っぽく、素早いタッチで速成に描いている。ほぼ画面全体が没骨法で処理されている。二羽の小禽は白頭翁のよう 見え、これも長寿のシンボルとし 南蘋派で描き継がれてきた代表的モチーフのひとつである。柘榴は実が多いところから子孫繁栄を寓意する。印章は「月下芦鷺図」と同一で、款記の書風も酷似する。
大日本を背負った画家たち
　
最後に、雲錦が名乗った「大日本」のことについて少し考えてみ
たい。画家が作品の落款に自らの本貫、すなわち本籍地を書き込むことは、江戸時代以前から通常的におこなわれていたこ ある。例えば雪舟等楊が「備陽雪舟」とサインし、司馬江漢 「東都司馬峻」 （東都は江戸のこと）と記すといった類である。彼らが本貫を作品に記入するときは、まず旅先とか寄寓先 か 画家自身がともかく本貫から離れた場所にいて制作し 場合が想定きるだろう。あるいはもうひとつ、本貫にいながら本貫 異なる地方の注文主からの依頼があって制作したケース、つ り自分の作品が他国へ送られて鑑賞されることを想定 て記入することも考えら
れる。どちらの場合にせよ、画家は自らの本貫にプライドをもち、それを画面上に表明しておくことが、鑑賞者・注文主の自作に対する感情や評価において有利な効果を与えるであろうことを期待していると見てよい。郷土愛やお国自慢とやや似かよった感情であろう。ただ鎖国体制であった江戸時代に「日本」とか「大日本」という異国を意識した本貫を記し 例は、筆者は知らない。稀有な例外は、室町期に雪舟が「日本禅人等楊」という落款を入れた「四季山水図」四幅対（東京国立博物館蔵）の存在で、これは雪舟入明時の作か、あるいは中国へ送る めに日本で制作された作品と考えられる。　
雲錦が「白梅孔雀図」で使用する「大日本雲錦尾口重毅」白文方
印と「家世在東京城下」朱文方印のうち、後者はいわば江戸時代以来の国内向けの本貫表明である。しかしそれに加えて、彼はその印の上にもうひとつ「大日本」というさらに広範囲の本貫 入れておく必要があった。 横浜向」けの絵を描いていた画工雲錦にとって、想定される表明目標は西洋文明国の鑑賞者たちである。日本語を理解しない彼らに対して、雲錦は印章という控えめな手段 よって画面片隅から日本文化の評価を求めかけた であっ 。蟷螂の斧のような、ひそやかなる自己主張である。　
さて、筆者の乏しい管見の中でもうひとり、作品に「大日本」の
印章を捺している画家がいる。これも今やほとんど無名となってしまった人物だが、鳥取の鯉画の名手・小畑稲升（一八一二～八六）
尾口雲錦の伝記と作品
一三七
である。封建体制下の鳥取藩に所属する絵師であった稲升もやはり南蘋派の系譜に連なる画家であり、その師承関係は
沈南蘋―熊斐―宋紫石―土方稲嶺―黒田稲皐―小畑稲升
となる。彼は明治十四年（一八八一） 、七十歳の時に描いた「梅下遊鯉図」 （鳥取・渡辺美術館蔵）に「大日本因幡国源成章」 「稲升弌號五石翁」の二印を捺した（図
1（・
1（） 。作品は墨一色の濃淡と滲
み、暈かしを効かせて水中の鯉の姿を捉えたもので、雲錦 ような華やかな作風とは対極にある。稲升は、因幡画壇の祖といわれた土方稲嶺（宋紫石門下）の画風を忠実に守り その古典的作風を明治以後も変えることのなかった人物である。明治維新 とき、彼はすでに五十七歳であった。文明開化の新しい絵画様式を拒絶した稲升は、いわば「横浜向」けの絵を描いていた雲錦とは正反対の立場にいた。そんな彼が、雲錦と同様に「大日本」を称しているということは、西洋文明の流入を契機に、伝統的日本画家 ちが共通して日本画 いうものについて初めて自覚した結果であり、国画復興と殖産興業政策の中における彼らの 立場を超えた気分昂揚ぶりを象徴的に表わしているように思われる。
おわりに
　
はなはだ不十分な尾口雲錦伝を終わる。十八世紀半ばから日本中
を席捲した南蘋派の特色は、まず写実性にすぐれているという点にあった。狩野派であれ円山四条派であれ、流派を超え 南蘋派に注目する画家たちが数多く現れた。その影響力は江戸時代後期の画壇
図12　 小畑稲升筆「梅下遊鯉図」
渡辺美術館蔵
図13　同　落款部分
一三八
　　
注
（１）
 
平塚市美術館「岡本秋暉展」図録
　
二〇〇四年
（２）
 
結城素明『東京美術家墓所考』
　
巧藝社
　
一九三一年
（３）
 
古河歴史博物館「奥原晴湖展」図録
　
二〇一〇年
（４）
 
森銑三、中島理壽編『近世人名録集成 第三巻
　
勉誠社
　
一九七六年
（５）
 
瀧悌三『日本近代美術事件史』
　
東方出版
　
一九九三年
（６）
 
古文化財科学研究会『海外所在日本美術品調査報告』三「フィラデル
フィア美術館
　
絵画・彫刻」
　
一九九三年
（７）
 
註６前掲書
の広範囲に広がっていたのである。　
ところが幕末から流入した写真術や西洋絵画（銅版画や石版画を
含む）の写実性は、花鳥画にのみ偏向す 南蘋派をはるかに凌ぐものであった。明治以後 時代遅れ 旧派となって急速に魅力を失い、衰えていった南蘋派は、写真や西洋絵画という異種文化とどのように対峙したのか。さらなる資料収集を必要とするが、明治のごく初頭における南蘋派の動向を考えるうえで、雲錦 いう画家の存在はそのひとつの例証となるのでは いだろうか。
